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学び、ふれあい、感じる実践の場
　
〝
平
和
で
活
力
に
満
ち
た
潤
い
の
あ
る
沖
縄
県・宜
野
湾
市

づ
く
り″
を
目
的
に
海
外
の
公
的
機
関
、女
性
の
社
会
活
動
、

教
育
、労
働
、福
祉
な
ど
の
視
察
研
修
に
派
遣
さ
れ
た
女
性

た
ち
か
ら
海
外
研
修
の
魅
力
を
う
か
が
い
ま
す
！

テ
ー
マ　
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
た
め
の

『
沖
縄
県
女
性
海
外
セ
ミ
ナ
ー〝
女
性
の
翼″
の
魅
力
』

報
告
者　
新
垣 

則
子
さ
ん（
第
30
期
イ
ギ
リ
ス
派
遣
）

　
　
　
　
「
イ
ギ
リ
ス
に
学
ぶ
福
祉
環
境
」

報
告
者　
與
儀 

美
奈
子
さ
ん（
第
32
期
マ
レ
ー
シ
ア
派
遣
） 

　
　
　
　
「
男
女
共
同
参
画
と
ダ
イ
バ
シ
テ
ィ
」

日
　
時　
５
月
10
日（
火
）午
後
７
時
〜
午
後
９
時

場
　
所　
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
く
ふ
く（
講
堂
）

対
　
象　
関
心
の
あ
る
方

受
講
料　
無
料

☆
受
講
ご
希
望
の
方
は
事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（
一
時
保
育
の
申
込
み
締
切
は
４
／
22
で
す
。）

　

参
加
者
募
集
　
女
性
海
外
セ
ミ
ナ
ー「
女
性
の
翼
」

　

沖
縄
県
女
性
の
翼
の
会
主
催
に
よ
る
海
外
セ
ミ
ナ
ー「
女

性
の
翼
」が
左
記
の
通
り
実
施
さ
れ
ま
す
。市
で
は
参
加
費

用
を
一
部
助
成
し
ま
す
の
で
、参
加
希
望
の
方
は
市
民
協
働

推
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
研
修
国　
ベ
ト
ナ
ム

■
研
修
期
間　
９
月
５
日
〜
９
月
10
日（
５
泊
６
日
）

■
募
集
締
切　
６
月
上
旬
予
定

※
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み・問
い
合
せ
先

　
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー 

ふ
く
ふ
く

　
　

宜
野
湾
市
志
真
志
1
丁
目
1
5
番
2
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第
2
回
　
ふ
く
ふ
く
講
座

めぶき ★ ふく ふく情報

市
海
外
留
学
生
派
遣
事
業

　
宜
野
湾
市
で
は
、
平
成
14
年
か
ら
毎
年

一
人
、
宜
野
湾
市
海
外
友
好
都
市
で
あ
る

中
国
福
建
省
･
厦
門
市
の
厦
門
理
工
学

院
へ
留
学
生
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。（
現
在

14
期
生
が
留
学
中
）

帰
国
報
告
会

　
平
成
26
年
９
月
〜
平
27
年
８
月
ま
で

一
年
間
の
留
学
を
終
え
た
「
當
間
菜
月
さ

ん
」
の
帰
国
報
告
会
と
「
歴
代
留
学
生
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
が
３
月
２
日

（
水
）、
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ

く
ふ
く
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
：
帰
国
報
告

　
「
中
国
語
で
の
出
会
い
が
私
を
変
え

た
」
と
題
し
、
當
間
菜
月
さ
ん
の
帰
国
報

告
が
行
わ
れ
、
写
真
や
報
告
書
を
交
え
な

が
ら
、厦
門
市
で
の
学
校
生
活
の
様
子
や
、

自
分
に
影
響
を
与
え
た
中
国
人
・
世
界

中
の
留
学
生
と
の
出
会
い
、
中
国
で
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、一
人
旅
行
、留
学
生
生
活

を
通
し
た
自
身
の
成
長
を
報
告
し
ま
し

た
。

●
授
業
に
つ
い
て

　
中
国
語
初
級
ク
ラ
ス
に
所
属
し
、
中
国

語
と
英
語
の
二
か
国
語
で
の
授
業
と
、
中

国
人
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
に
支
え
ら
れ
、
中

国
語
の
読
み
書
き
、
会
話
力
を
重
点
的
に

鍛
え
ま
し
た
。周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
の
お
か

げ
で
、
翌
年
６
月
に
は
中
国
国
内
を
一
人

旅
行
で
き
る
ほ
ど
、
語
学
力
が
向
上
し
ま

し
た
。

●
貴
重
な
出
会
い

　
中
国
で
は
、
も
の
の
考
え
方
や
将
来
に

つ
い
て
深
く
考
え
る
キ
ッ
カ
ケ
と
な
っ
た

多
く
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
が
、
同
じ
大
学

で
一
緒
に
勉
強
を
し
た
池
田
さ
ん
と
梶
山

さ
ん
と
い
う
日
本
人
留
学
生
で
す
。お
二

人
は
定
年
退
職
後
に
中
国
語
を
勉
強
し

た
い
と
い
う
こ
と
で
留
学
に
来
ま
し
た
。

学
問
に
年
齢
は
関
係
な
い
、
挑
戦
し
続
け

る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

●
自
身
の
成
長
・
変
化

　
言
葉
、
文
化
が
違
う
土
地
で
生
活
す
る

こ
と
で
、新
し
い
環
境
へ
の
適
応
力
、自
ら

進
ん
で
行
動
に
移
す
力
が
つ
き
ま
し
た
。

帰
国
後
も
、
県
内
中
国
交
流
団
体
と
関
わ

り
、
中
国
人
と
の
交
流
を
継
続
し
て
い
る

ほ
か
、
中
国
語
の
資
格
も
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

第
二
部
：
歴
代
留
学
生
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

　
「
帰
国
後
の
私
達
」と
題
し
、
歴
代
留
学

生
（
２
期
生
比
嘉
勇
貴
、
７
期
生
棚
原
敏

乃
、
13
期
生
當
間
菜
月
）
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
歴
代
留
学
生
に
よ
る
現
在
の
語
学
力

を
会
場
に
披
露
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、

「
帰
国
後
の
進
路
」「
中
国
留
学
の
メ
リ
ッ

ト
」「
留
学
を
通
し
て
の
自
己
の
変
化
」「
中

国
と
の
継
続
的
交
流
」「
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
の

克
服
」な
ど
、多
岐
に
わ
た
り
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。
 

●
帰
国
後
の
市
の
関
わ
り

　
県
内
国
際
交
流
団
体
へ
の
留
学
生
の

紹
介
、
歴
代
留
学
生
同
士
の
情
報
交
換
会

の
開
催
、
留
学
経
験
が
あ
る
人
材
を
求
め

て
い
る
企
業
へ
の
聞
き
と
り
等
、
現
在
市

で
は
帰
国
後
の
フ
ォ
ロ
ー
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
留
学
生
も
募
集
中
で
す
。

厦
門
留
学
生
帰
国
報
告
会
中
国
で
の
出
会
い
が

　
　
　
私
を
変
え
た
！

皆さんのご参加を
お待ちしています。

海外
友好都市

中
国
･
厦
門
で
の
留
学
生
活
を
報
告當間さん帰国報告

歴代留学生パネルディスカッション


